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幼果期の低温遭遇がセ イ ヨウナ シ `ラ ・ フランス 'の果実形質 と着果 に及ぼす影響
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1 は じ め に

山形県においては、2003年産セイヨウナシ `ラ・フ

ランス'に幼果期の降霜 (5月 9日 、最低-1.7℃)に

より、果実に裂皮や果実内部が褐変する等の被害が発生

した。これまでセイヨウナシでは、霜害を受けても極端

な結実不良となる場合や幼果期での被害例が、ほとんど

なかつたことから、低温害に関する知見は少なく、被害

発生後の対策等もまだ確立されていない。

そこで、幼果期の被害果の特徴と被害果の着果性に

ついて現地調査をもとに検討したので報告する。

2試 験 方 法

(1)試験年次 2003年

(2)供試品種  `ラ 。フランス'/ヤマナシ

(3)試験場所 現地 (山形県上山市) 2園地

棚仕立て、15年生回 (上山 1)、 13年生園 (上山 2)

(4)試験区の構成及び調査方法

1)幼果期の被害の特徴

被害程度の異なる現地 2園地において、降霜 2日後の

5月 11日 に被害発生の程度を所定の基準により調査す

るとともに、降霜 6日 後、10日 後に 5～ 10果そうをサ

ンプリングし外観および果実の内部被害を調査した。ま

た、7月 9日 の仕上げ摘果終了後にそれぞれ 30果を供

試し果実調査した。

2)被害果の着果

降霜 2日後の 5月 11日 に上山 1の園地では 20果そ

う、上山 2の園地では 30果そうにラベルを付し、果そ

うあたりの着果数を調査後、無摘果で降霜 6日 後、10日

後、13日 後、26日 後 (上山 1ではω 日後も)に着果状

況を調査した。併せて上山2の園地では、5月 11日

に一果に摘果した 20果そうについても調査した。

3 試験結果及び考察

(1)幼果期の被害の特徴

降霜時の気温の経過は、5月 9日 の 0時に0℃程度ま

で低下し、1時 30分頃からは完全にマイナスとなり、4

時頃までマイナス 1℃程度で推移し、その後 4時 30分

頃にマイナス 17℃まで低下した。以降気温は上昇し始

め、5時 30分頃にはプラスとなった。

降霜 2日 後の果実は、両園地とも果面が水浸症状を呈

する果実 (僅かにサビ、裂皮の発生)がみられ、また、

果実の内部の褐変もほとんどで確認され、特に上山 1の

園地では程度も著しかつた。降霜 6日 後になると果面の

水浸症状は確認されなくなり、書あ部周辺にサビが確認

され、一部専あ部周辺で裂皮が確認された。また、サビ、

裂皮の程度は、降霜 10日 後の調査では増加傾向であつ

た (表 1)。 また、変形果の発生も見られ、これは生育

が進むに従い明確になつた。

7月 上旬の調査では、被害程度の高い園地で果実の肥

大は劣り、果形の乱れ (横径のパランス、変形程度)も

大きく、変形果が多かつた。また、変形程度が高い上山 1

の園地では、内部が空洞化するなど被害程度の大きい果

実が多かつた 〈表 2)。 以上、幼果期にマイナス 15℃程

度の低温に道遇した場合、被害直後は果皮が水浸状を呈

し果実内部の壊死が多く発生し、次第に果面のサビ、裂

皮の発生がみられた(表 3)。

(2)被害果の着果

両園地ともに、着果率は高く降霜 2週間後 (満開後 3

週間頃)で 90°/。E度であつた。その後上山 2の園地で

は、降霜26日 にかけ着果率は 45%程度まで低下したが、

-177-



東 北 農 業 研 究 第 57号  (2004)

被害程度の大きい上山 1の園地でも 85%と 高く、降霜 60

日後の 7月 上旬でも同程度の着果率であつた。 また、

被害発生直後に一果に摘果 した果実では、落果はみられ

なかつた。なお、被害のなかつた園芸試験場の無摘果の

着果状況と比較すると、何れも高い着果率となつた (表

4)。

表 1 降霜後の果実外観等の変化

4まとめ

セイヨウナシ `ラ 。フランス'において、落花直後の

幼果期に低温に遭遇した場合、被害直後は果面が水浸状

となり、次第にサビや裂皮が発生する場合が多い。また、

果実内部は、褐変障害が多く発生し、程度のひどい場合

は空洞化する。また、果実内部が空洞化 した果実も着果

するなど被害果の着果率は高い。被害直後に一果に摘果

するとそのほとんどは着果する。

上山1 6日 後 5′ 15

調査曰  調査果数 果寿債径

曰後  6/11      64     68   16
64     78                  06

1000
1000

26      73    1 6     1000    00 oo    00      00    20     96 7

上山2    6日 後 5/15   61   85 07     093    03     170     13     826

10日 地資 5/19  56 94     11 951 06 525 19 955
1外■被害a慶 0:なし 1:部分的に水濠状に見える 2:果面全体が水浚状に見える
4サビ捏鷹 0:なし又|ま間■なし(10ヽ以つ 1:部分的に見える10"ま02:多く見えるOO“ま03全 面に見える00%以 上)
■製皮理薩 0:なし 1:部分的に見える 2多く兄える

■内部薇書苺凛 0:なし ll子房上部が一部褐変又は子房姜綸 2:子房上部かけ 房まで褐変又は子彗姜綸し褐変 O:子房部全体から果肉まで褐変又は空洞

表 2 仕上げ摘果後 (7/9)の着果果実の形質

園地 誦豪
果数     変

席
y爆
嘩 締 猥落警

J■山1        30     359   323   286         1146        13     25       967    00
標準偏差       61   49  57      131     07   07         02
上山2      30    406  368  342      1080      10   17     867   02

470    433   404

':果形 ヨコ1ヨコ径の最も長セ池 置の値 ヨコ2■峰 の最も短●池 置の値

1変形程度 0:正常 1:やや変形 2:変形

≒内部被害程度 0:なし 1:子房上部が一部褐変又は子房萎縮 2:子房上部から子房ま悧 変又は子
室姜縮し褐変 3:子房部全体か

ら果肉まで褐変又は空洞

表 3 セイヨウナシ `ラ・フランス'幼果期の低温害の特徴

降霜後の日数  部位 症状の内容

表 4 降霜後の果実着果率の推移

0 0     4 2

葉震8鷺 懸 網 溌 な々ス苺あ部周辺にサビ鞣 肉に至らない製皮就 が
明ら力ヽこ確認されはじめ 経過とともに程度は拡大する。果実内部は、子房周辺

ピ

摘果処理の 調査果そう
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果数/果そう

調査果数  (5/11)
着果果そう

率(6/5) 6日 後  10日 後  1


